
項目 内容運営主体 太宰府市運行主体 西日本鉄道㈱背景・問題 • 市役所をはじめとする公共施設や最寄の駅を結ぶ公共交通機関、特にバス路線の新設を望む市民の声実施内容 ◆運行開始・平成10年4月 「内山・三条地区ルート」「太宰府西地区ルート」運行開始◆運行サービス・6ルート・フリー乗車券（1日、1ヶ月、3ヶ月）・にしてつバスナビ（バスロケーションシステム）◆運賃の改定・180円、200円の2段階運賃から平成14年1月より1111回回回回100100100100円円円円のののの均一運賃均一運賃均一運賃均一運賃にににに（利便性、利用者増をめざし。行政サービスとして市民に還元していくため。）・・・・既存路線既存路線既存路線既存路線のののの一部重複区間一部重複区間一部重複区間一部重複区間をををを１００１００１００１００円円円円にににに値下値下値下値下げげげげ◆ダイヤ・運行方法の改正・以前は1路線で1時間以上を要し、渋滞などで30分以上の遅れ・平成20年4月より、都府楼駅前をターミナル化し、各路線を独立するように運行方法を改正効果 ・市内の公共施設を結び、交通空白地帯への交通手段を確保道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定
出典：太宰府市HP、太宰府市資料

《バス路線図》
0200400600800100012001400 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23（人/日） 0246810121416（人/便） 1日平均１便平均年度① ③ ④ ⑤ ⑥② 020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000180,000 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23金額（千円） 0100,000200,000300,000400,000500,000600,000利用者数（人） 運行経費運賃収入補助額利用者数年度① ③ ④ ⑤ ⑥② ①H11.6 水城・国分路線開設②H14.1 運賃100円均一に③H14.4 北谷・松川・三条地区路線開設④H16.2 都府楼地区路線開設⑤H20.4 ダイヤ改正 乗継制度実施⑥H21.4 高雄地区路線開設
2.コミュニティバス まほろば号（福岡県太宰府市）
《平均乗車人員の推移》 《乗車人数・運行負担金の推移》

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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3.ムーバス（東京都武蔵野市）項目 内容運営主体 武蔵野市運行主体 関東バス㈱、小田急バス㈱背景・問題 • 市内において交通空白・不便地域が1/2程度存在• 高齢化の進展（市内の高齢化率 H11：11.7%、H21：19.8%）実施内容 ◆運行開始・平成7年11月 「吉祥寺東循環線（1号路線）」運行開始◆運行サービス・7路線9ルート・等間隔のパターンダイヤ・200m間隔の停留所・・・・1111回回回回100100100100円円円円のののの均一運賃均一運賃均一運賃均一運賃・車内コミュニティボードの設置・吉祥寺パーク＆ライド加盟店で、一定金額の買い物をすると駐車場無料券・地域によって運行時間を変えるなど、昼間時間帯の高齢者や幼児連れの移動から通勤通学時の駐輪対策まで、地域・時間帯によってニーズに柔軟に対応・・・・既存既存既存既存バスバスバスバス路線路線路線路線とのとのとのとのルートルートルートルートのののの重複重複重複重複をををを配慮配慮配慮配慮効果 ・交通空白・不便地域を解消・平成24年7月に累計乗車人員3,000万人突破・一律100円の明朗快活なシステム、細街路の住宅地を運行する形態など、コミュニティバスに関する様々な概念を全国的に広めるきっかけとなった。道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定 《運行収支》
出典：武蔵野市HP、一般財団法人運輸政策研究機構 公共交通支援センターHP 公共交通活性化事例国土交通省資料

《利用者数の推移》
《バス路線図》

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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4.熊野市自主運行バス（三重県熊野市、御浜町）項目 内容運営主体 熊野市、御浜町運行主体 三交南紀交通㈱背景・問題 •平成17年紀和町との合併や、利用者減によりバス事業者の路線撤退•旧紀和町、御浜町では熊野市の高校に通学するための公共交通が確保されず、送迎もしくは入寮の必要実施内容 ◆運行開始・平成15年4月 瀞流荘紀南病院線が運行開始・平成15年7月 熊野古道瀞流荘線が運行開始◆運行サービス・熊野市熊野市熊野市熊野市、、、、御浜町御浜町御浜町御浜町をををを跨跨跨跨ぐぐぐぐ運行運行運行運行・熊野市の自主運行バスのうち、御浜町との共同運行は2路線※運行経費の負担割合は運行前のニーズ調査などにより予想された各市町の利用者数の割合に応じて、協議の上決定熊野市：御浜町＝2：1・運賃は対距離制（200～600円）・終点の瀞流荘で入浴できる入浴券とセットとなった「湯ったり切符」も販売効果 ・熊野古道瀞流荘線の運行ルート周辺はこれまで公共交通のなかった地域も多く、過疎地住民の公共交通の移動手段としての役割も有している・沿線の世界遺産熊野古道や観光資源（丸山千枚田など）への公共交通手段も確保された道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定
出典：熊野市HP、国土交通省資料《利用者数・運賃収入の推移》

《バス路線図》
6,299 5,978 5,48722,493 22,820 25,3371979 77 82171905,00010,00015,00020,00025,00030,000 H17 H18 H19（千円） 0102030405060708090100（千人） 運賃収入（熊野古道瀞流荘線）運賃収入（瀞流荘紀南病院線）利用者数（熊野古道瀞流荘線）利用者数（瀞流荘紀南病院線）

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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5.わいわいバス（兵庫県養父市）項目 内容運営主体 養父市運行主体 全但バス㈱背景・問題 •地域住民の利便性向上•路線バスのバス停から1km以上離れた地域と町の諸施設の接続•福祉バス1台での運行本数増便が困難実施内容 ◆運行開始平成14年4月に福祉福祉福祉福祉バスバスバスバス1111台台台台、、、、スクールバススクールバススクールバススクールバス２２２２台台台台をををを統合統合統合統合したしたしたしたコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバス開始開始開始開始◆運行サービス・畑～上野・Yタウン線、高中～上野・Ｙタウン線の2路線・月・水・金曜日の運行（土・日・祝及び年末年始は全便運休）・火・木曜日は登校時間の高中～上野・Ｙタウン線のみ・下校時間帯はスクールバス専用として運行・運賃は対距離制（150～470円）効果 ・一体運営により、効果的・効率的な運行・子どもの安全確保に貢献・生徒と大人が一緒に乗ることで、会話や挨拶が交わされ車内に活気をもたらした道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定
出典：養父市HP、平成15 年度版 兵庫県立福祉のまちづくり工学研究所報告集国内におけるスクールバス活用状況等調査報告（平成20年3月文部科学省）

《バス路線図》《バス機能の統合による運行本数の変化》
《統合前のバス路線図》
下校時間はスクールバス専用町北部町南部 隔日隔日隔日隔日2.5往復隔日隔日隔日隔日往復 ＋ 毎日毎日毎日毎日3往復毎日毎日毎日毎日3往復福祉バス スクールバス

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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6.当別町ふれあいバス（北海道当別町）項目 内容運営主体 当別町運行主体 (有)下段モータース背景・問題 •南北に細長い地形で2つの市街地の周りに広大な農地と住宅が点在しているため、生活手段として何らかの手段を講じる必要があった•同様の時間帯・路線を福祉バスや大学・病院の送迎バスが運行していた実施内容 ◆運行開始・・・・医療大学送迎医療大学送迎医療大学送迎医療大学送迎バスバスバスバス、、、、地元病院送迎地元病院送迎地元病院送迎地元病院送迎バスバスバスバス、、、、振興住宅地域送迎振興住宅地域送迎振興住宅地域送迎振興住宅地域送迎バスバスバスバス、、、、当別町福祉当別町福祉当別町福祉当別町福祉バスバスバスバスをををを一元化一元化一元化一元化・平成18年度より実証運行・平成23年度より本運行◆運行サービス・市街地循環線、あいの里金沢線、青山線の3路線・1回200円の均一料金・従来から実施していた病院送迎等の「無料バス」はその目的に限り無料チケットを配布効果 ・一元化前の民間バスの利用目的の制限がなくなり、運行本数も増加道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定 《運行収支》
《バス路線図》

出典：当別町HP、当別町ふれあいバス応援プロジェクトＨＰ一般財団法人運輸政策研究機構 公共交通支援センターHP 公共交通活性化事例、国土交通省資料
《バス一元化のイメージ》医療系大学送迎バス地元病院送迎バス宅地開発企業送迎バス当別町福祉バス 当別町コミュニティバス（ふれあいバス）一元化一元化一元化一元化

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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出典：甲州市HP、朝日新聞ＭＹ ＴＯＷＮ山梨、ＮＨＫ情報番組サキドリＨＰ
項目 内容運営主体 甲州市運行主体 市タクシー協議会背景・問題 •路線バスに年間1億円の費用をかけていたが、沿線に住むお年寄りからは便数が少ない、バス停が遠いという声が多く、利用者数は伸び悩んだ実施内容 ◆運行開始・平成23年11月 旧塩山市を5地域に分け運行開始※市タクシー協議会に委託※※※※ICTICTICTICTをををを活用活用活用活用したしたしたしたデマンドデマンドデマンドデマンド型交通型交通型交通型交通システムシステムシステムシステム◆運行サービス・運賃は1回300円・フリーパス券 1年 3,000円（60歳未満は10,000円）半年 1,500円（60歳未満は5,000円）・利用者は会員登録した上で、当日1時間前までに予約（電話にて予約）・乗降するバス停を指定・乗車定員9人の運行バス（ワゴン）・路線バス時のおよそ5倍の454箇所にバス停を設置・自宅から200メートル以内に必ずバス停があるように配置効果 ・登録者数1,626人（平成23年12月時点）・1ヶ月の平均利用者数は延べ2,300人（平成23年12月時点）道路運送法 第4条運行形態 デマンド（ダイヤ・路線とも定めない） ＊バス停は固定

《デマンドバス停留所》7.デマンドバス（山梨県甲州市）
《デマンドバス》

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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8.過疎地有償運送（青森県佐井村）項目 内容運営主体 佐井村運行主体 佐井村社会福祉協議会背景・問題 •人口減少、少子高齢化の進む過疎地域•海岸線に8つの集落と山間部に1集落が点在しているため移動手段の確保が必要•自家用車のない高齢者が最寄りの都市へ出ることに多額の費用と時間が必要実施内容 ◆運行開始・平成17年11月からボランティアの運転協力者がマイカーで住民を有償運送する実証実験開始・平成18年度から本格運行開始◆運行サービス・佐井村社会福祉協議会佐井村社会福祉協議会佐井村社会福祉協議会佐井村社会福祉協議会がががが過疎地有償運送過疎地有償運送過疎地有償運送過疎地有償運送によるによるによるによる運行運行運行運行・会員登録制で前日までに要予約・予約に応じて自宅～目的地間の送迎を行う・運賃はゾーン制で、タクシー利用時の半分程度・同一ゾーン内400円～一番遠いゾーン間4,000円（2人以上で利用する場合は、1台当りの運賃の設定）・協議会の職員と住民合わせて18名の運転協力者効果 ・通院や買い物、バス停までの送迎等に利用され生活移動手段の確保に寄与した道路運送法 第79条運行形態 デマンド（ダイヤ・路線とも定めない）
出典：自治あおもり101号、買い物弱者を支えていくために（平成22年 経済産業省）一般財団法人運輸政策研究機構 公共交通支援センターHP 公共交通活性化事例、国土交通省資料

《運行システムの概要》《利用者数の推移》
2670 2785 2413 207305001,0001,5002,0002,5003,000 H18 H19 H20 H21（人） 利用者数（年度）年度 平成17年度 平成19年度 平成22年

7月時点登録者数 197人 471人 431人
《登録者数の推移》 H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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出典：玉城町ＨＰ、乗り合い型交通システム コンビニクルＨＰ（東京大学）テレビ局ディレクターの取材記録ＨＰ「ちいきのきずな」
項目 内容運営主体 玉城町運行主体 玉城町社会福祉協議会背景・問題 •民間路線バスの大幅縮小•マイクロバス2台で福祉バスを運行開始するが、予算がかけられずサービスが向上できず、利用対象者も限られていたため、利用が普及しない状態実施内容 ◆運行開始・平成21年11月から実証実験開始・平成22年8月から元気バス2台体制（福祉バス1台廃止）・平成22年11月から元気バス3台体制（平成22年いっぱいで福祉バス廃止）※※※※ICTICTICTICTをををを活用活用活用活用したしたしたしたデマンドデマンドデマンドデマンド型交通型交通型交通型交通システムシステムシステムシステム◆運行サービス・実験中は料金無料・利用者は会員登録した上で、当日30分前までに予約・乗降するバス停を指定・町民150名に携帯型簡易予約端末を配布・町内44箇所にタッチパネル型簡易予約端末を設置効果 ・登録者数は当初の2.8倍の865名（平成23年3月）道路運送法 －運行形態 デマンド（ダイヤ・路線とも定めない） ＊バス停は固定《予約端末のイメージ》

《バス停位置》9.元気バス（三重県玉城町）
《利用者数の推移》

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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10.多野藤岡広域路線バスかんながわ号（群馬県藤岡市、上野村、神流町）
出典：多野藤岡広域市町村圏振興整備組合ＨＰ、PPG vol.5 中山間地域における小都市と周辺地域を結ぶ交通施策（国土交通省）

項目 内容運営主体 多野藤岡広域市町村圏振興整備組合（一部事務組合）運行主体 日本中央バス㈱背景・問題 •事業者から路線バス廃止の申し入れ実施内容 ◆運行開始・平成9年運行開始◆運行サービス・日本中央バス運行の奥多野線1路線・藤岡市藤岡市藤岡市藤岡市、、、、上野村上野村上野村上野村、、、、神流町神流町神流町神流町をををを跨跨跨跨ぐぐぐぐ運行運行運行運行・運賃は対距離制（100～1830円）・一日フリー乗車券1,500円、二日間フリー乗車券2,500円・普通バスと急行バスあり◆運営主体・多野藤岡広域市町村圏振興整備組合による運営※多野藤岡広域市町村圏振興整備組合藤岡市、高崎市、神流町、上野村の２市１町１村が互いに協力して特定の事務を行うことを目的に、昭和４７年に設立された一部事務組合効果 ・交通手段の確保のみならず、急行バスの導入により、乗継なしで奥多野から藤岡市への通学が可能となった・普通バスは小中学生の通学時間にあったダイヤ設定により、スクールバスとしての機能を強化できた道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定 《バス路線図》 H25.2.20協議会協議会協議会協議会
51

1,660 2,141 2,307 1,861 2,841 4,491 4,744 6,084 6,0642,064 2,360 2,556 1,915 4,060 4,864 5,301 6,857 6,2003,724 4,501 4,863 3,776 6,901 9,355 10,04512,94112,26402,0004,0006,0008,00010,00012,00014,000 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21（千円） 舞鶴市京都府 （年度）
11.自主運行バス（京都府舞鶴市） 51 39 44 44 73 83 79 77 720102030405060708090 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21（千人） 0123456789路線数利用者数（千人） （年度）
項目 内容運営主体 各地区のバス運行協議会（西大浦、青井校区、杉山・登尾、多門院、岡田上、池内、岡田中の自治会ごとに協議会設立）運行主体 各地区のバス運行協議会（西大浦、青井校区、杉山・登尾、多門院、岡田上、池内、岡田中の自治会ごとに協議会設立）背景・問題 •市の人口は減少傾向、少子高齢化•バス路線は採算が取れず、事業者から撤退について申し出•通学・通院などの生活の足の確保が課題実施内容 ◆運行開始・昭和48年11月、岡田上地区で「自主運行バス」が運行開始（路線バス廃止により、自治会・婦人会が中心にバスの会を組織、有償運送許可を受け、運行開始）・他地区でも運行され、平成18年までに7路線となる◆運行サービス・当該地区毎当該地区毎当該地区毎当該地区毎のののの自治会等自治会等自治会等自治会等がががが組織組織組織組織したしたしたしたバスバスバスバス運行協議会運行協議会運行協議会運行協議会がががが運営主体運営主体運営主体運営主体・各地域で概ね、1日に2～4便の運行・運行ルートやダイヤは、学生や通院者の便利な時間帯に合わせた運行（杉山・登尾地区は、電話での予約制）・運賃は対距離制効果 ・年間約7～8万人の利用客がある道路運送法 第79条運行形態 定時路線固定 《補助金額の推移》

出典：舞鶴市HP、自治体による生活交通再生の評価と課題（Ⅲ）（土居靖範）一般財団法人運輸政策研究機構 公共交通支援センターHP 公共交通活性化事例、国土交通省資料
《利用者数の推移》

《７路線のバス概要》路線 岡田上バス 岡田中バス 池内バス 西大浦バス 青井校区バス 杉山・登尾バス 多門院バス運行主体岡田上バス運行協議会 岡田中バス運行協議会 池内バス運行協議会 西大浦協議会 青井校区協議会 杉山・登尾協議会 多門院協議会運行開始昭和48年11月 1号車平成6年10月2号車平成21年5月 平成5年10月 平成16年10月 平成16年10月 平成17年8月 平成18年1月運行概要 4往復/日日祝日運休 3往復/日土日祝日運休 4往復/日日祝日運休 4往復/日土日祝日運休 4往復/日3往復/土曜日日祝日運休 4往復/日土日祝祭日運休（予約型運行） 4往復/日土日祝祭日運休車両 小型バス29人乗り 1号車 小型バス 28人乗り2号車 ワゴン15人乗り 小型バス 25人乗り車椅子用リフト付車両 中型バス47 人乗り 小型バス 車椅子用リフト付28人 ワゴンバス10人乗り 小型バス29人乗り
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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出典：おでかけ北設HP 平成24年地域公共交通優良団体表彰発表資料
項目 内容運営主体 北設楽郡公共交通活性化協議会（設楽町、豊根村、東栄町）運行主体 日本総合サービス㈱（設楽町）、豊根村、東栄タクシー(有)（東栄町）、豊鉄バス背景・問題 •3町村営バスおよび民営バスがそれぞれバラバラに運行•町村営バスは町村界で折り返しのため、通学・通院に乗換えが必要•ダイヤが小中学生の登下校に対応しているが、買物や通院の帰りに合わない•公共交通空白集落が散在•路線バスと移送サービスが混在し、役割分担が不明確実施内容 ◆運行開始・平成22年運行開始◆運行サービス・基幹バス7路線、基幹バスに接続する支線バス7路線を運行・基幹基幹基幹基幹バスバスバスバスはははは、、、、設楽町設楽町設楽町設楽町、、、、豊根村豊根村豊根村豊根村、、、、東栄町東栄町東栄町東栄町をををを跨跨跨跨ぐぐぐぐ運行運行運行運行・支線バスの一部は予約制（デマンド）のバス・基幹バスの運賃は対距離制・支線バスの運賃は設楽町は対距離制、豊根村は1回200円、東栄町は1回100円※基幹バスは町村営バスが相互乗り入れすることで町村間直通便が運行、運賃体系やサービスが一体化効果 ◆住民の「おでかけ」範囲の拡大•田口高校への進学者定着（下宿生化を防ぐ）•東栄病院へ通院する際の乗換回数減少•とうえい温泉、兎鹿嶋温泉（豊根村）への利用の増加•予約バスによる低費用での公共交通空白解消（公共交通空白地域人口比率：10%→１%）◆3町村の一体性の高まり道路運送法 第4条、第79条*豊根村は直営運行形態 定時路線固定、一部デマンド（ダイヤ・路線とも定めない） *バス停は固定 《基幹バスの運行》《公共交通維持のための公的負担額》

《公共交通ネットワークと公共施設の配置》12.おでかけ北設（愛知県設楽町、豊根村、東栄町） H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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1.生活バスよっかいち（三重県四日市市）項目 内容運営主体 NPO法人生活バス四日市運行主体 三重交通㈱背景・問題 •三重交通垂坂路線が利用者減少のため平成14年5月に廃止•羽津いかるが地区が公共交通空白地域となった•住民アンケートで買い物・病院へのアクセス手段がなくなり困るという意見•四日市市は他に市の自主運行バス路線を持っているが採算的に厳しく路線拡大は難しい状況であった実施内容 ◆運行開始・地域住民を中心に「生活バス四日市運営協議会」を設置・平成14年11月1日より無料にて試験運行開始・ＮＰＯ法人生活バス四日市を設立、バス路線許可を取得・平成15年4月1日より本格運行開始◆運営主体・・・・ NPONPONPONPO法人生活法人生活法人生活法人生活バスバスバスバス四日市四日市四日市四日市◆運行サービス・かすみがうら駅～スーパーサンシ間9.5kmの1ルートを、およそ2時間間隔で運行・1日4.5往復（土日は運休）・１回100円の均一運賃効果 ・応援券配布（全区間フリーパスの定期券）など路線維持への乗車促進運動の結果、運行開始以来1日平均100人程度の利用がある・生活バスとなってから、路線バス時と比べ利用者が大幅増加・ルート延伸による減便等から近年の利用者は減少傾向道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定 出典：平成24年11月JIAM事例フォーラム資料、ＮＰＯ法人生活バス四日市HP一般財団法人運輸政策研究機構 公共交通支援センターHP 公共交通活性化事例、国土交通省資料
《バス路線図》《運営体制》

《利用者数の推移》
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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項目 内容運営主体 ㈱まちづくりとやま運行主体 富山地方鉄道㈱背景・問題 • 平成12年夏、富山商工会議所がコミュニティバス「まいどはや」を試験運行• 「安くて便利」などの利用者アンケートによる市民の声や利用実績を添え、富山市にコミュニティバス実現を訴え実施内容 ◆運行開始・平成13年3月 「中央ルート」運行開始◆運営主体・・・・㈱㈱㈱㈱まちづくりとやままちづくりとやままちづくりとやままちづくりとやま※※※※平成平成平成平成12121212年年年年7777月月月月にににに富山市富山市富山市富山市をををを始始始始めめめめ富山商工会議所富山商工会議所富山商工会議所富山商工会議所、、、、商店街組合商店街組合商店街組合商店街組合やややや商業者商業者商業者商業者をををを中心中心中心中心とするとするとするとする中中中中小企業小企業小企業小企業などのなどのなどのなどの出資出資出資出資によりによりによりにより設立設立設立設立したしたしたした第三第三第三第三セクターセクターセクターセクターののののTMOTMOTMOTMO****◆運行サービス・中央ルート、清水町ルートの2ルート・各ルート1周約40分、20分間隔・1回100円の均一運賃効果 ・中心市街地の回遊性やアクセス性向上道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定
出典：㈱まちづくりとやまHP、 会報「商工とやま」H17年7月号

《バス路線図》
《コミュニティバス1台あたりの平均乗車人数》 （単位：人／便）

2.コミュニティバス まいどはや（富山県富山市）
《コミュニティバス利用者数（年度累計対比）》 （単位：人）*TMO：中心市街地活性化法に基づいて市区町村が定めた「活性化基本計画」に沿った具体的事業を計画したり、推進していくための機関。通常は商工会、商工会議所、第三セクターなどがTMOになる Town Management Organization.

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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項目 内容運営主体 まちづくり福井㈱運行主体 京福バス㈱背景・問題 • 利用者減少が続く中、バス交通の空白地帯を解消し、高齢者や学生の身近な手段としてバス路線を維持することが必要• 大型店舗の郊外進出等による、中心市街地の空洞化が大きな課題• 商店街にとっては集客力の強化を図ることが急務実施内容 ◆運行開始・平成12年4月 北ルート運行開始◆運営主体・・・・まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり福井福井福井福井㈱㈱㈱㈱※※※※平成平成平成平成12121212年年年年2222月月月月にににに福井市福井市福井市福井市、、、、福井商工会議所福井商工会議所福井商工会議所福井商工会議所、、、、商店街商店街商店街商店街・・・・事業協同組合等事業協同組合等事業協同組合等事業協同組合等、、、、中小企業者中小企業者中小企業者中小企業者、、、、大大大大型店型店型店型店、、、、公益企業公益企業公益企業公益企業、、、、金融機関金融機関金融機関金融機関のののの出資金出資金出資金出資金でででで設立設立設立設立されたされたされたされた第三第三第三第三セクターセクターセクターセクターののののTMOTMOTMOTMO◆運行サービス・東西南北の４ルート※路線バスとの競合を避けるルート設定※路線バスから通勤通学者が転換しない時間設定※1台で運行できる範囲でのルート設定・1回100円の均一運賃・1周約30分・200～300m間隔の停留所・「すまいるバス」いまどこサービス（バスロケーションシステム）・すまいるバス 1日フリーパス・すまチケ！すまいるバス チケットサービス⇒すまいるバスを利用し、協賛店で2,000円以上の買い物をした場合に、すまいるバスの乗車券１枚提供・車内、ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ広告効果 ・買い物目的の利用が最も多いが、通勤通学・通院目的の利用も多く地域の足となっている。・すまいる利用者の駅前消費金額は平成18年調査では約6.95億円と、平成13年調査の約1.57倍となっている。道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定 《利用者数の推移》
出典：まちづくり福井㈱HP、福井県HP、国土交通省資料

《バス路線図》
《すまいる利用者の来街目的（複数回答）》

3.コミュニティバス すまいる（福井県福井市） H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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4.100円循環バス（山形県山形市）項目 内容運営主体 山形商工会議所運行主体 山交バス㈱背景・問題 • 平成5年に中心街にあったジャスコが撤退• 山形市郊外にイオン山形南店が進出した影響もあり、中心市街地での客足減少• あわせて売り上げが落ち込み実施内容 ◆運行開始・平成11年10月 運行開始◆運営主体・・・・山形商工会議所山形商工会議所山形商工会議所山形商工会議所（山形市からの事業補助及び商店街などの負担金により事業実施）◆運行サービス・1回100円の均一運賃・運行時間9：30～18：30の10分間隔で運行・一日乗車券を300円で販売・バスロケーションシステム・バス内側面に広告を年間掲示効果 ・平成11年度に無料による試験運行を行い、翌年、運賃100円で実施すると安定的に一日あたり2,000人前後の利用者を確保・平成12年度以降は、季節要因などがあるものの、一日あたり概ね1,000人の利用者を確保・各商店街にいけるようにすることで、郊外への顧客の流出を防いでいる。道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定
出典：山形商工会議所HP、奈良県調査資料

《バス路線図》
05,00010,00015,00020,00025,00030,00035,00040,000 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月乗車人員（人） 0.05.010.015.020.025.030.0平均乗車（人/日）乗車人員平均乗車（1台当り） 0500,0001,000,0001,500,0002,000,0002,500,0003,000,0003,500,000 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月12月 1月 2月 3月（円） 運賃収入 01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,0009,00010,000 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月アクセスビュー数《バスロケーションシステムアクセスビュー数（Ｈ２３年度） 》《乗車人員（Ｈ２３年度）》 《運賃収入（Ｈ２３年度） 》

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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項目 内容運営主体 東吉野村運行主体 相互タクシー㈱背景・問題 ・村内と榛原駅を結ぶ３路線と村内路線１路線が運行されていたが、利用者は減少し補助額は増加していた。・通院や買い物など、日常生活に必要な活動の機会を確保する必要があった。・再編により日曜日が運休となったため、週末の買い物や観光客等の対応が課題。実施内容 ◆運行開始・平成24年10月 運行開始◆運行サービス・運賃は1回100円（村内の場合）・平日は小川大又線、小川新子線、小川杉谷線、文殊日裏線、小川瀧野線、小川東平尾線の6路線（2路線の一部区間、3路線の全区間デマンド運行）・土曜日は大又菟田野線、杉谷菟田野線の2路線（すべてデマンド運行）・・・・隣接市町隣接市町隣接市町隣接市町をををを結結結結ぶぶぶぶバスバスバスバス（（（（奈良交通路線奈良交通路線奈良交通路線奈良交通路線バスバスバスバス、、、、吉野町吉野町吉野町吉野町スマイルバススマイルバススマイルバススマイルバス、、、、宇陀市宇陀市宇陀市宇陀市コミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバス））））とととと接続接続接続接続・旅客定員8人のワゴン車もしくは旅客定員4人の小型タクシー車両で運行・乗降場所は停留所が基本だが、バス路線上であれば希望する場所で乗降可能・デマンドについては、乗車前日の午後7時までに電話予約効果 －道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定、一部デマンド（ダイヤ・路線・バス停を固定）《東吉野村コミュニティバス（ふるさと号）路線図》
1.コミュニティバスふるさと号（奈良県東吉野村）

出典：東吉野村HP

②奈良県内における取組事例 H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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2.予約制乗合タクシー（奈良県三郷町）項目 内容運営主体 三郷町運行主体 ㈱竜田タクシー背景・問題 •公共交通に依存せざるを得ない高齢者などの外出を支援する地域公共交通システム•町民のニーズに合った利用しやすい地域公共交通システム実施内容 ◆運行開始・平成23年12月 運行開始※※※※ICTICTICTICTをををを活用活用活用活用したしたしたしたデマンドデマンドデマンドデマンド型交通型交通型交通型交通システムシステムシステムシステム◆運行サービス・1回300円（JR王寺駅西口改札前への移動は500円）・利用者は会員登録した上で、当日30分前までに予約・自宅前（自宅付近）から目的地付近まで利用可能・乗客定員4名のタクシー車両で運行効果 ・平成25年1月末時点での登録者数は4,038人・利用者は運行日数292日間で延べ約10,900人で、利用者は増加傾向道路運送法 第4条運行形態 デマンド（ダイヤ・路線とも定めない） 《アンケート調査結果》《バス運行区域》
出典：三郷町HP

《利用者数の推移》 H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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3.山添村コミュニティバス（奈良県山添村）項目 内容運営主体 山添村運行主体 東豊地域コミュニティバス運行協議会背景・問題 •東豊地域から名張市へのバスは朝夕の往路2便、復路1便と金曜日の昼間往復1便を三重交通に運行を委託していたが、地域住民から増便の要望が多かった実施内容 ◆運行開始・平成23年4月 運行開始◆運行サービス・運賃は1回200円・山添名張線、毛原中峰山線の2路線・10人乗りワゴンによる運行・・・・地域住民地域住民地域住民地域住民がががが作作作作るるるる「「「「東豊地域東豊地域東豊地域東豊地域コミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバス運行協議会運行協議会運行協議会運行協議会」」」」にににに年間年間年間年間410410410410万円万円万円万円(H24)(H24)(H24)(H24)でででで運行委運行委運行委運行委託託託託・初年度の車両購入費等約350万円や、名張駅前が手狭なためにバス停で使用する駐車場の費用及び車両の維持管理費など年間約70万円は村が負担・講習を受けた住民12人が運転手を勤める効果 ・山添名張線の名張方面行き、7:40分の便は名張高校、名張西高校への通学利用がほとんどで、以降の時間は通院及び買い物利用が多い道路運送法 第79条運行形態 定時路線固定《利用者数の推移（H24年4月～H25年1月）》
《バス路線図》

＜名張市内＞葛尾 名張駅東口
毛原 波多野診療所葛尾＜山添村内＞

出典：奈良新聞WEB、奈良県資料391 420 433 390 292 392 442 432 383 38012 6 10 8 8 11 4 5 6 20100200300400500 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1（人） 山添名張線毛原中峰山線（H24） （H25）
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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1.奈良公園ぐるっとバス（奈良県奈良市）項目 内容運営主体 奈良県奈良県奈良県奈良県運行主体 奈良交通㈱背景・問題 •奈良公園内の周遊観光促進•観光ピーク時の渋滞緩和実施内容 ◆運営主体・奈良県奈良県奈良県奈良県◆運行サービス・運賃は1回100円・奈良公園内を周遊する1路線・バス停位置を配慮・15分間隔の運行・木簡型一日フリー乗車券が利用可能・観光期の土日祝のみの運行効果 ・平成23年春期と比べて、平成24年春期の1日平均利用者数は約6％増加・利用者アンケートの結果、満足・やや満足を合わせ94.3％と満足度が高い道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定《ぐるっとバス利用者アンケート》
《バス路線図（平成24年春期）》奈良公園前（県庁前） 国立博物館 東大寺東大寺 手向山八幡宮・二月堂若草山麓春日大社高畑駐車場奈良ホテル・ならまち

出典：奈良県資料平均利用者数約約約約６６６６％％％％増加増加増加増加※調査日：H24.5/3～5/5 （ｎ＝53）《平成24年春期の利用者数》
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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2.奈良観光周遊バス（奈良県奈良市）項目 内容運営主体 奈良県奈良県奈良県奈良県 （奈良中心市街地公共交通活性化協議会）運行主体 奈良交通㈱背景・問題 •奈良中心市街地の周遊観光促進•観光ピーク時の渋滞緩和実施内容 ◆運行系統の変遷・H23春期：奈良公園-平城宮跡間の1路線・H23秋期：平城宮跡・薬師寺・大和西大寺駅を結ぶ路線を加えた2路線・H24春期：H23秋期のルートを分割した計3路線・H24秋期：H24春期同様の3路線（奈良公園-平城宮跡間は2系統）◆運営主体・奈良県奈良県奈良県奈良県 （奈良中心市街地公共交通活性化協議会）◆運行サービス・運賃は1回200円→100円・奈良公園-平城宮跡ルート、大和西大寺ルート、西ノ京ルートの3路線・20分間隔の運行・木簡型一日フリー乗車券が利用可能・観光期の土日祝のみの運行効果 ・利用者アンケートの結果、満足・やや満足を合わせ62.53％となっている道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定
《バス路線図》

出典：奈良県資料
平城宮跡 奈良公園前（県庁前）近鉄奈良駅JR奈良駅西口西大寺駅南口薬師寺駐車場唐招提寺駐車場 平城宮跡 平城宮跡ルート平城宮跡平城宮跡

1,115 365 732 563 1,198 1,992 2,061 894786 582 952 1,167 444242 207 349 316 9705001000150020002500 平均 4/28（土） 4/29（日･祝） 4/30（月・休） 5/3（木・祝） 5/4（金・祝） 5/5（土・祝） 5/6（日）晴 晴 曇/晴 雨/曇 曇 晴 雨/晴乗車人数(人/日) 乗車人数：奈良公園-平城宮跡乗車人数：平城宮跡-西大寺乗車人数：平城宮跡-西の京 天平祭期間《平成24年春期の利用者数》 37.5%25.0%22.5% 10.0% 5.0% 満足やや満足どちらともいえないやや不満不満n=40《奈良観光周遊バス利用者アンケート》
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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1.広域通院ライン（奈良県五條市、十津川村）項目 内容運営主体 奈良県奈良県奈良県奈良県、、、、五條市五條市五條市五條市、、、、十津川村十津川村十津川村十津川村（五條市地域公共交通会議、野迫川村・十津川村地域公共交通活性化協議会）運行主体 奈良交通㈱背景・問題 •既存バス路線では必ずしも通院ニーズに対応していない•公共交通による通院の利便性を図り、広域的な移動を含めた通院行動を支援実施内容 ◆運行開始・平成23年2月 運行開始◆運行サービス・運賃は対距離制（480～2,650円）・十津川温泉～県立五條病院～五条バスセンターを結ぶ1路線・・・・奈良県奈良県奈良県奈良県、、、、五條市五條市五條市五條市、、、、十津川村十津川村十津川村十津川村がががが連携連携連携連携・県立五條病院の玄関まで乗り入れ効果 ・災害の影響で利用が落ち込んだが、平成24年4月より前年度同様の利用状況となっている・当初の目的どおり、五條病院における降車が多くなっている道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定《平成24年度の利用者数及び運賃収入》 《運賃収入の推移》
《バス路線図》

出典：奈良県資料
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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18.0%10.1%7.4% 40.7%11.1% 27.0%23.3%0% 10% 20% 30% 40% 50%鉄道駅が遠い買い物する店が遠い医療・介護施設が遠いバス停が遠い子供の教育施設が遠い特になしその他
県民WEBアンケート結果県民WEBアンケート結果○実施期間 ： ８月２２日～２８日○対象 ： ２２７人（県民WEBアンケート会員）○回収数 ： １８９件○回収率 ： ８３．３％ ●住まいの地域を選んだ理由

●住まいの場所で生活環境として不便を感じるもの27.5%18.0%17.5%14.8%15.9% 24.9% 44.4%32.8%0% 10% 20% 30% 40% 50%鉄道駅が近い自然に恵まれている買い物する店が近い子供の教育施設が近いバス停が近い医療・介護施設が近い土地・建物（家賃）が安いその他※複数回答
※複数回答

0.5% 3.2% 23.8%17.5% 27.0%12.2%0.0%0.5% 15.3%0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%10代20代30代40代50代60代70代80代90代 41.8% 58.2%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%男性女性
●回答者の年代
●回答者の性別

H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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●通院の際に使う主な移動手段
●通院の際に公共交通機関を利用しない理由12.2%2.1%0.5% 50.8%13.8%8.5%7.4%4.8%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%自家用車徒歩自転車通院しない鉄道バスバイクその他 16.7%1.3%4.7% 35.3%22.6%10.7%4.7%4.0%0% 10% 20% 30% 40%病院等が家から近いから必要な時間に利用できないから病院等への最寄りの駅・バス停が遠い（ない）から家から駅・バス停が遠い（ない）から駅などでの乗換が大変だから運賃が高いから他の人と乗り合わせるのが嫌だからその他

●通勤・通学の際に使う主な移動手段
●通勤・通学の際に、公共交通機関を利用しない理由21.2%2.6%0.5% 30.2%29.6%9.5%3.2%3.2%0% 10% 20% 30% 40%通勤や通学をしない鉄道自家用車自転車バスバイク徒歩その他 17.2%0.0% 7.1% 25.7%20.0%11.4%10.0%8.6%0% 10% 20% 30% 40%職場・学校が家から近いから必要な時間に利用できないから家から駅・バス停が遠い（ない）から職場・学校への最寄りの駅・バス停が遠い（ない）から運賃が高いから駅などでの乗換が大変だから他の人と乗り合わせるのが嫌だからその他

H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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●観光の際に使う主な移動手段
●観光の際に、公共交通機関を利用しない理由4.8%0.0% 49.7%42.3%1.6%0.0%1.6%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%自家用車鉄道バス自転車バイク観光や旅行をしないその他 15.5%3.1% 10.3% 25.8%15.5%11.3%10.3%8.2%0% 10% 20% 30% 40%必要な時間に利用できないから運賃が高いから駅などでの乗換が大変だから家から駅・バス停が遠い（ない）から子供が小さいから目的地への最寄りの駅・バス停が遠い（ない）から他の人と乗り合わせるのが嫌だからその他

●買い物の際に使う主な移動手段
●買い物の際に公共交通機関を利用しない理由14.3%0.5%0.5% 61.9%18.6%2.1%1.6%0.5%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%自家用車自転車徒歩バスバイク鉄道買い物に行かないその他 14.2%1.6%0.0%1.1% 31.7%30.1%9.8%6.0%5.5%0% 10% 20% 30% 40%店舗等が家から近いから荷物の持ち運びが不便だから店舗等への最寄りの駅・バス停が遠い（ない）から必要な時間に利用できないから家から駅・バス停が遠い（ない）から運賃が高いから駅などでの乗換が大変だから他の人と乗り合わせるのが嫌だからその他
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